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(57)【要約】
【課題】ユースポイントに分配するための水の最終的な
浄化のためのポリシングカートリッジを提供する。
【解決手段】ポリシングカートリッジには、前記水中の
不純物のレベルを引き下げるのに有効なＣ１８グラフト
材料が入っている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水浄化システム（１００）であって、水入口（１０１）によって１つのポイントで浄化
されるべき水が供給され、浄水の少なくとも１つの出口ユースポイント（１０２）を有す
る、閉じた水再循環ループ（１０６）を含み、水の流れ方向に、入口ポイントの下流側に
ポンプ輸送手段（１０３）および少なくとも１つの出口ポイント（１０２）の上流側に水
浄化手段（１５０）をループ上にさらに含み、水浄化システム（１００）が、２つの独立
の弁、すなわち、
　ポンプ輸送手段（１０３）の上流側にループ上の第１の弁（１３０）と、
　少なくとも１つのユースポイントの出口ポイント（１０２）の上流側に第２の弁（１２
０）とを含むことを特徴とする水浄化システム（１００）。
【請求項２】
　２つの弁が、２つの常時閉（ＮＣ）の流路を備えるタイプのソレノイド弁であることを
特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　ユーザインタフェースを含む、弁のための弁制御ユニットをさらに含むことを特徴とす
る、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　弁制御ユニットが、ユーザによって供給されたデータを保存するための記憶装置をさら
に含むことを特徴とする、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　フィルタまたはポリシングカートリッジが、第２の弁または各第２の弁と、対応する出
口ユースポイントまたは各対応する出口ユースポイントとの間に配置されることを特徴と
する、請求項１から４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　処理手段によって処理されたすべての水を再循環させるために、再循環弁と呼ばれる第
１の弁を開くステップと、分配弁と呼ばれる第２の弁を閉めるステップとを含むことを特
徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の水浄化システムを使用する方法。
【請求項７】
　低スループットで浄水を分配させるために、再循環弁と呼ばれる第１の弁を開くステッ
プと、分配弁と呼ばれる第２の弁を開くステップとを含むことを特徴とする、請求項１か
ら５のいずれか一項に記載の水浄化システムを使用する方法。
【請求項８】
　高スループットで浄水を分配させるために、再循環弁と呼ばれる第１の弁を閉めるステ
ップと、分配弁と呼ばれる第２の弁を開くステップとを含むことを特徴とする、請求項１
から５のいずれか一項に記載の水浄化システムを使用する方法。
【請求項９】
　ユーザによってユーザインタフェースに入力された供給されるべき浄水の容積に関する
値を獲得するステップと、前記値を制御ユニットの記憶装置に記憶するステップと、入力
された容積の水を自動的に分配するステップとをさらに含み、瞬間的に分配弁を開け、ま
た再循環弁を閉じることによって、再循環モードから分配モードへの急速な変化が得られ
ることを特徴とする、請求項４に記載の水浄化システムを使用する請求項７または８に記
載の方法。
【請求項１０】
　液圧連結器（１４０）を含み、該液圧連結器（１４０）が、流体浄化システムの流体回
路用のディストリビュータまたはマニホルドを形成し、かつ浄化流体入口と３つの出口を
もち、液圧連結器の入口が、パイプによって第１の出口に直接連結され、第２のパイプが
、前記入口と前記第１の出口との間で第１のパイプに液圧的に連結され、かつ流体浄化シ
ステムの他の２つの出口を形成する２つの端部を有する第３のパイプに連結されることを
特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の水浄化システム。
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【請求項１１】
　液圧連結器の下流側で一緒になる２つの平行な枝管を含むことを特徴とする、請求項１
０に記載の水浄化システム。
【請求項１２】
　２つの平行な枝管が、ポリエチレン、ポリプロピレン、またはポリ四フッ化エチレンか
ら作られることを特徴とする、請求項１１に記載の水浄化システム。
【請求項１３】
　水浄化方法であって、
　水処理手段を使用して水を浄化するステップと、
　再循環ラインに浄水を循環させるステップとを含み、さらに、
　低スループットでの分配を得るために、再循環ラインを浄水分配ポイントに連結する浄
水分配ラインを開け、浄水再循環ラインを開けるステップと、
　高スループットでの分配を得るために、浄水分配ラインを開け、浄水分配ラインの下流
側の再循環ラインを閉じるステップとの少なくとも１つを含むことを特徴とする水浄化方
法。
【請求項１４】
　前述のステップとは無関係に、所定の容積の水の分配を得るために、浄水分配ラインを
開け、かつ再循環ラインを閉じるステップをさらに含むことを特徴とする、請求項１３に
記載の水浄化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水浄化システムにある。より正確には、本発明は、浄水再循環ループを備え
るタイプの水浄化システムにある。本発明は、また、このシステムを使用した水浄化方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの応用例は、特に生化学および化学分析実験室では、超純水の使用を必要とする。
水浄化システムは、この目的のために構成された。
【０００３】
　これらの応用例が必要とする水の容積に応じて、浄化システムは、それらの最大の処理
スループットで、最大の処理能力より極めて小さいスループットで、または時にはスルー
プットなしでさえ、浄水を分配することを必要とする。さらに、いくつかの場合では、浄
水の所定の容量を供給することが必要であり、したがって、ユーザが一定の容量の充填を
監視する必要なく、一定の容量の分配を自動化できることが有益である。この種類のシス
テムにおけるスループットのこれらの変動は、多くの問題を、その純度を損なう特に水の
停滞の問題を引き起こす。
【０００４】
　したがって、問題は、必要に応じて、
　例えば、容器をできるだけ速く満たすために、浄水を最大処理スループットで分配し、
　例えば、容器内の水のレベルを調整するために、浄水を非常に低いスループットで分配
し、
　例えば、容器を満たし、同時に、選択された動作モードによらず、またいつでも、特に
水がしばらくの間、取り出されなかった場合に、可能なかぎり最高な水の品質を与えるた
めに、一定の容積の水が分配されるようにプログラムすることによって、浄水を自動的に
（容積モード）分配するように構成された、水浄化システムを構成することである。
【０００５】
　この技術的問題に対していくつかの解決方法が提案された。それらの解決方法は、一般
に、水浄化システムを提供し、この水浄化システムは、１つのポイントで入口によって浄
化されるべき水が供給され、かつ少なくとも１つの浄水のユースポイント出口をもつ水再
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循環ループと、ループ内に、入口ポイントの（水循環方向に対して）下流側に配置された
ポンプ輸送手段および少なくとも１つの出口ポイントの上流側に配置された水浄化手段と
を含む。再循環ループの構成は、水の停滞に関連する問題を回避し、ユーザがユースポイ
ントでいつでも浄水を得ることを可能にしながら、システム内に水を永続的に循環させる
ための効果的な方法である。
【０００６】
　この種のシステムの第１の従来技術タイプは、出口ポイントおよび／または再循環ルー
プに水を迂回させるために手動で動作される三方出口弁を含む。したがって、ユーザは、
高スループットまたは低スループットで、同時に、水浄化手段を通る一定の流れを維持し
ながら、ユースポイントに浄水を分配することができる。
【０００７】
　このタイプの弁は手動であるので、それは所定の容積を満たすための自動分配モードを
提供することができない。
【０００８】
　従来技術の水浄化システムの別のタイプは、出口のところに常時閉（ＮＣ）の流路およ
び常時開（ＮＯ）の流路を備える、開閉タイプの三方ソレノイド弁を含む。
【０００９】
　分配スループットを調節する可能性はないけれども、このソレノイド弁は、ユーザが所
定の容積を自動的に供給することを可能にする。
【００１０】
　１つの解決方法は、電磁的に制御された比例三方弁を使用して、容積モードにおける動
作を引き起こすことであろう。しかし、このタイプの弁は、高価で、かさばり、かつ複雑
である。この場合、容積分配モードは、弁の再循環位置から分配位置への急速な変化を強
制し、応答時間および弁の慣性が、供給される容積の精度を決定する。
【００１１】
　さらに、すべての三方弁は、２つ（またはそれ以上）のユースポイントの同時の使用を
除外する。
【００１２】
　従来技術システムの第３のタイプは、分配ポンプと、手動二方弁または二方ソレノイド
弁と、ばね荷重式チェック弁とを再循環ループ内に含む。これは、ユーザが選択されたス
ループットで、同時にフィルタ手段内の一定の流れを維持しながら、浄水を分配すること
を可能にし、使用されない水はチェック弁を介して再循環させられる。このシステムでは
、開閉タイプのソレノイド弁の解決方法の場合には、ユーザは、所定の容積を自動的に（
容積モード）分配することができる。可変速度モータを備える分配ポンプの場合、どのよ
うなスループットをもつ分配も可能であるが、水処理手段内の流れの変動を引き起こす。
したがって、この後者の解決方法は、上で示されたような容積の動作モードを提供する。
このタイプのシステムでは、ユースポイントは、フィルタを備えている。
【００１３】
　上記のタイプのシステムは、文献ＷＯ９８／０５２８７４に詳細に説明されている。
【００１４】
　二方弁および事前荷重式チェック弁を備えるこのタイプのシステムについての問題は、
処理手段の最大処理スループットにおいて、ユースポイントのフィルタ内に引き起こされ
た水頭損失が、チェック弁を開かせ、再循環ループ内のいくらかの水がそれを通ることを
可能にし、システムの性能および容積分配機能を低下させることがあることである。さら
に、このタイプのシステムでは、再循環モードにおいて、浄水が、チェック弁の較正圧力
で再循環され、したがって、処理手段が加圧されたままで、スループットのピークが、分
配弁が開いたときに起こることを意味する。
【特許文献１】国際公開第９８／０５２８７４号パンフレット
【特許文献２】欧州特許出願公開第１０９４０３７号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００５／１２６９７２号明細書
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は、これらの不利な点を軽減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の第１の態様は、水浄化システムを提案し、この水浄化システムは、水入口によ
って１つのポイントで浄化されるべき水が供給され、かつ浄水の少なくとも１つの出口ユ
ースポイントを有する水再循環ループを含み、水の流れ方向に、入口ポイントの下流側に
ポンプ輸送手段および少なくとも１つの出口ポイントの上流側に水浄化手段をループ上に
さらに含み、水浄化システムは、２つの独立の弁、すなわち、
　ポンプ輸送手段の上流側にループ上の第１の弁と、
　少なくとも１つのユースポイントの出口ポイントの上流側に第２の弁とを含むことを特
徴とする。
【００１７】
　したがって、本発明は、２つの二方弁を使用することを提案し、それらの一方の二方弁
は、追加の背圧装置（例えば事前荷重式チェック弁）なしで、再循環ループ内に、また他
方の二方弁は、処理手段からの出口の下流側で、浄水を分配するために使用される。
【００１８】
　適用可能な場合には、組み合わせることができる本発明の好ましい特徴によれば、
　２つの弁は、常時閉（ＮＣ）の流路をもつタイプのソレノイド弁であり、
　システムは、ユーザインタフェースを含む、弁のための弁制御ユニットをさらに含み、
　弁制御ユニットは、ユーザによって供給されたデータを保存する記憶装置をさらに含み
、
　水浄化システムは、浄化流体入口と３つの出口とを含む流体回路用のディストリビュー
タまたはマニホルドを形成する液圧連結器を含み、液圧連結器の入口は、パイプによって
第１の出口に直接連結され、第２のパイプが、前記入口と前記第１の出口との間で第１の
パイプに液圧的に連結され、かつシステムの他の２つの出口を形成する２つの端部をもつ
第３のパイプに連結され、
　水浄化システムは、液圧連結器の下流側で一緒になる２つの平行な枝管を含み、
　２つの平行な枝管は、ポリエチレン、ポリプロピレン、またはポリ四フッ化エチレンな
どの熱可塑性材料から作製される。
【００１９】
　本発明は、上記の種類のシステムを使用する方法にも関し、この方法は、処理手段によ
って処理されたすべての水を再循環させるために、再循環弁と呼ばれる第１の弁を開くス
テップと、分配弁と呼ばれる第２の弁を閉めるステップとを含む。
【００２０】
　適用可能な場合には、組み合わせることができる本発明の好ましい特徴によれば、方法
は、
　低スループットで浄水を分配させるために、第１または再循環弁を開くステップと、分
配弁と呼ばれる第２の弁を開くステップと、
　高スループットで浄水を分配させるために、第１または再循環弁を閉じるステップと、
分配弁と呼ばれる第２の弁を開くステップと、
　ユーザによってユーザインタフェースに入力された供給されるべき浄水の容積に関する
値を獲得するステップと、その値を制御ユニットの記憶装置に記憶するステップと、入力
された容積の水を自動的に分配するステップとをさらに含み、瞬間的に分配弁を開け、ま
た再循環弁を閉じることによって、再循環モードから分配モードへの急速な変化が得られ
る。
【００２１】
　二方の開閉タイプ常時閉（ＮＣ）ソレノイド弁が使用された場合、これは４つの状態の
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組合せ、すなわち各々がシステムの異なる動作モードに対応する、開－開、開－閉、閉－
開、閉－閉を提供するので好ましい。
【００２２】
　この技術的解決方法は、上述の水浄化システムのためのすべての必要条件を満たすと同
時に、経済的で使用が容易で保守が簡単な構成を提案する。特に、それは、上述の３つの
モードにおける動作を提供する。
【００２３】
　再循環弁が開き、分配弁が閉じている再循環モードでは、水は、システムによって分配
されず、出口弁は閉じている。したがって、処理手段を出て行くすべての水は、再循環弁
を介して処理手段に再循環される。
【００２４】
　低スループット分配モード（滴状速度に等しいまたはそれに近いスループット）では、
両方の弁は開いており、浄水を低スループットで分配し、再循環ループ内の残りの水を再
循環させる。分配される製造された水の割合は、構成ならびに分配および再循環パイプの
断面に応じる。
【００２５】
　高スループット分配モード（分配ポンプによって与えられる公称スループットに等しい
スループット）では、再循環弁は閉じ分配弁は開いている。再循環はもはや可能ではなく
、すべての処理された水は、分配弁を介して分配される。
【００２６】
　最後に、両方の弁が同時に閉じられる、２つの弁の状態の４番目の組合せは、４番目の
動作モード、すなわち、分配ポンプが停止し、水処理ユニットがユースポイントから完全
に分離された、アイドル位置モードをもたらす。
【００２７】
　このモードは、システムのメンテナンス、例えば、水処理手段の構成要素の交換のため
に使用される。
【００２８】
　適用可能な場合には、他のものと組み合わせることができる本発明の好ましい特徴によ
れば、ソレノイド弁制御システムは、再循環モードと、次に高スループットモードとを続
けて組み合わせる、正確な事前設定された水の量を分配するための容積自動モードを有す
ることができる。この容積動作モードでは、瞬間的に分配弁を開き、再循環弁を閉じるこ
とによって、再循環モードから分配モードへの急速な変化が得られる。これは、スループ
ット、および容積の分配モードに変える前の再循環モードにおける水の品質を安定させ、
これらの機能は、自動的にシステムによって制御される。
【００２９】
　本発明の第２の態様は、流体浄化システムの流体回路用のディストリビュータまたはマ
ニホルドを形成し、かつ浄化流体入口と３つの出口をもつ液圧連結器を提案し、入口は、
パイプによって３つの出口の第１の出口に直接連結され、第２のパイプが、前記入口と前
記第１の出口との間で第１のパイプに液圧的に連結され、かつ連結器の他の２つの出口を
形成する２つの端部をもつ第３のパイプに連結される。
【００３０】
　適用可能な場合には、組み合わせることができる本発明の好ましい特徴によれば、
　液圧連結器は、対称的なパイプワークの構成要素であり、
　第１のパイプは、その入口の断面より小さい出口の断面をもち、第３のパイプの２つの
出口の断面は異なり、
　第１のパイプの入口および出口の断面は、第３のパイプのそれぞれの出口の断面にほぼ
等しく、
　第２のパイプの断面は、連結器の第１の出口の断面より小さいかまたはそれに等しい。
【００３１】
　本発明は、水浄化システムにさらに関し、この水浄化システムは、水処理手段と、浄水
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の少なくとも１つのユースポイントとを含む浄水再循環ループを含み、水浄化システムは
、処理手段の下流側に上述の連結器を備え、その連結器の入口は、前記処理手段の出口に
連結され、その連結器の１つの出口は、処理手段の上流側で再循環ループに連結され、シ
ステムは、ユースポイントで一緒になりかつ連結器の他の２つの出口に連結される２つの
平行な枝管を含む。
【００３２】
　好ましくは、再循環ループに連結された装置の出口は、前記第１のパイプによって入口
に直接連結された装置の前記第１の出口とは別の出口である。
【００３３】
　適用可能な場合には、他のものと組み合わせることができる本発明の有利な態様によれ
ば、処理手段の出口の後で、連結器の下流側の水浄化システムは、水浄化手段の下流側の
２つの異なるポイントで、再循環ループに連結される２つの平行な枝管を備え、ユースポ
イントの入口で一緒になる。
【００３４】
　本発明の好ましい態様によれば、ループは、前記２つの平行な分岐枝管をそれに連結す
るための再循環ループ内に、Ｈ字形状のディストリビュータ（またはマニホルド）を形成
し、かつＨ字形状のディストリビュータの中央部分を介して再循環ループの連続性を保証
する、液圧連結器を有利に含む。
【００３５】
　この好ましい実施形態では、２つの平行な枝管は、上で説明された再循環弁および分配
弁のそれぞれの状態によって様々な機能をもつ。
【００３６】
　したがって、本発明のこの好ましい実施形態では、再循環モードにおいて、再循環弁が
開き、分配弁が閉じる場合、ディストリビュータの構成およびディストリビュータの入口
および出口で得られる相対圧力のために、２つの平行な枝管は、好ましくはメインの再循
環ループのスループットより小さいスループットを備える２次再循環ループのように振る
舞う。２次再循環ループのスループットは、ディストリビュータの幾何学的形状および関
連する流体回路の幾何学的形状に応じる。
【００３７】
　低スループット分配モードでは、両方の弁が開いており、２つの平行な枝管は単一の枝
管のように振る舞い、それぞれが浄水をユースポイントに供給する。再循環される水に対
する分配される水と割合は、部分的には水パイプの断面に応じ、また詳細にはＨ字形状の
構成要素の幾何学的形状に応じる。
【００３８】
　高スループット分配モードでは、２つの平行な枝管は、単一の枝管のように振る舞い、
浄水をユースポイントに供給する。
【００３９】
　２つの平行な枝管を提供することは、上で説明されたモードにおける２つの弁を備える
本発明のシステムの全体の動作を少しも変えない。
【００４０】
　本発明のこの好ましい実施形態は、Ｈ字形状の液圧連結器の使用に限定されず、反対に
、それについての原理および利点が上で説明された２つの平行な枝管を備える構成を利用
する、当分野の技術者には明らかであろうすべての変形形態を含むことに留意されたい。
【００４１】
　さらに、２つの平行な枝管を備える構成は、２つの枝管を組み合わせたのと同じスルー
プットをもたらす単一の枝管よりも、それぞれが小さい直径をもつ枝管の使用を可能にす
ることが理解されるであろう。
【００４２】
　ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、およびポリ四フッ化エチレン（ＰＴ
ＦＥ）は、このタイプのシステム内で浄水を循環させるためのパイプを作製するために特
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に適切な材料である。しかし、これらの材料は、特に、浄水を高いスループットで分配す
る大きな直径をもつ管の形状をとる場合、比較的剛性である。いくつかの応用例では、ユ
ースポイントで浄水を分配するために柔軟な連結を提供することが有益である。この好ま
しい実施形態では、本発明のシステムの２つの平行な枝管を備える構造は、好ましくはＰ
ＥまたはＰＰ管から作製され、かつ好ましくは必要な柔軟性をそれらに与えるのに十分に
小さな直径であり、同時に、２つの枝管を介して同時に最大のスループットで浄水の分配
を可能にするのに十分に大きい直径である、２つの平行な枝管を使用することによって活
用される。
【００４３】
　本発明の特徴および利点が、例示のためかつ非限定的な例として、また添付の図面に関
連して与えられた本発明のシステムの１つの実施形態の以下の説明から現れるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】再循環モードにおける本発明のシステムの好ましい実施形態の図である。
【図２】高スループット動作モードにおける本発明のシステムの好ましい実施形態の図で
ある。
【図３ａ】低スループット動作モードにおける本発明のシステムの好ましい実施形態の図
である。
【図３ｂ】図３ａの好ましい実施形態の変形形態を示す図である。
【図４】水処理手段を示す、前の図で示されたシステムの変形形態の図である。
【図５】ディストリビュータまたはマニホルドを形成する本発明による液圧連結器１４０
の図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　特に図１から３に見られるように、本発明の水浄化システム１００は、ソレノイド弁１
１０を介して浄化されるべき水をシステムに供給する水供給ポイント１０１と、再循環ル
ープ１０６とを含み、その再循環ループの第１の部分は、ポンプ１０３と、流量計１０４
と、処理手段１５０とを含み、その再循環ループの第２の部分は、前記再循環ループ１０
６に２つの別の点で連結したディストリビュータまたはマニホルド１４０を含み、第１の
連結ポイントは、浄水入口であり、第２のポイントは、再循環ループを介して再循環ソレ
ノイド弁１３０に連結された水出口であり、その再循環ソレノイド弁の出口は、システム
の第１の部分に連結される。ディストリビュータ１４０は、一般にフィルタ１０７または
フィニシングカートリッジを介して、浄水をユースポイント１０２に分配するために、デ
ィストリビュータ１４０の対向する側の分配ソレノイド弁１２０の入口のところで、端部
が一緒になる２つの平行な水パイプにそれぞれ連結された、２つの別の連結端部をさらに
含む。
【００４６】
　フィニシングまたはポリシングカートリッジは、作りだされる水の様々な使用に特定の
最終的な浄化をもたらす。
【００４７】
　浄水に含まれる発熱物質およびヌクレアーゼのレベルを低減させるために、１３０００
ダルトン未満のカットオフをもつ限外フィルタが、ポリシングカートリッジ内に配置され
る。
【００４８】
　浄水に含まれる内分泌攪乱物質を低減させるために、特定のタイプの活性炭素が、ポリ
シングカートリッジ内に配置される。液体クロマトグラフィにおけるベースラインを乱す
硼素または珪酸または重金属または有機体の非常に低い濃度を必要とする他の応用例のた
めに、特定の荷電材料（イオン交換樹脂、荷電繊維、合成炭素、Ｃ１８グラフト材料）が
、ポリシングカートリッジ内に配置される。
【００４９】
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　図１は、ソレノイド弁１３０が開いて、ソレノイド弁１２０が閉じていることを示し、
これらの位置は、それぞれ文字「Ｏ」および「Ｃ」で表される。弁のこの構成の結果、シ
ステムは、再循環モードで動作し、すなわち、浄水は、システムによって分配されず、し
たがって処理手段を出るすべての水は、ディストリビュータ１４０を通過し再循環ソレノ
イド弁１３０に再び戻る。この場合、ディストリビュータ１４０のＨ字形状の構成のため
に、２つの平行な枝管は、２次再循環ループとして振る舞い、ディストリビュータ１４０
を通過する浄水の一部は、その中での水の循環を保証するために平行な枝管に迂回させら
れ、浄水の他の部分は、ディストリビュータ１４０のブリッジ１４１を介して再循環ルー
プ１０６に直接送られる。
【００５０】
　図２では、ソレノイド弁１３０および１２０のそれぞれの横の文字「Ｏ」および「Ｃ」
は、システムが、高スループット動作モードで動作していることを示す。この場合、処理
手段１５０によって浄化されたすべての水は、ソレノイド弁１２０を介してユースポイン
ト１０２に分配され、再循環ソレノイド弁１３０は閉じられている。この種のソレノイド
弁１３０および１２０の構成では、平行な枝管は、単一の枝管のように振る舞い、図２内
の矢印で示されるように、浄水はその中を同じ方向に流れる。
【００５１】
　図３ａは、低スループット分配モードにおける同じシステムを示す。したがって、再循
環弁および分配弁は、この図内に文字「Ｏ」で示されるように開いている。この場合、デ
ィストリビュータ１４０から出て行く２つの平行な枝管は、単一の枝管のように振る舞い
、ソレノイド弁１２０を介してユースポイントに浄水を供給し、ほとんどの浄水は、ルー
プ１０６を介して直接ソレノイド弁１３０に再循環される。
【００５２】
　別の実施形態では、ばね荷重式チェック弁１２１が、平行な枝管と分散ソレノイド弁１
２０との間に配置される。この種の別の構成が図３ｂに示される。この種のチェック弁は
、他の動作モードにおけるスループットを低下させることなく、低スループット動作モー
ドにおけるユースポイントでのスループットを低減させる。
【００５３】
　図４は、水処理手段が示されている図１から図３ａ、ｂに表されたものに類似したシス
テムの図である。したがって、再循環ループ１０６の第１の部分は、ポンプ１０３と、流
量計１０４と、前処理ユニット１５１と、好ましくは１８５ｎｍの波長で動作するＵＶラ
ンプ１５２と、フィニシングカートリッジ１５３と、全有機体含有量（ＴＯＣ）センサ１
５５に結合され、かつその出口がディストリビュータ１４０の入口１４２に連結される比
抵抗セル１５４とを含む。この変形形態では、ディストリビュータ１４０の出口１４４は
、別のディストリビュータ１６０の入口に連結され、別のディストリビュータ１６０は、
ディストリビュータ１４０に類似し、かつ入口１６２ならびに３つの出口１６３、１６４
、および１６５を有し、第２の分配ポイントに水を分配するための分配弁に２つの平行な
枝管を介して連結される。他の実施形態では、同じ構成を使用しながら、ディストリビュ
ータの数を増加させ、したがってユースポイントの数を増加させることが考えられる。各
ユースポイントは、ユーザの様々な使用に特定のポリシングカートリッジを備えることが
できる。最後のディストリビュータの出口、ここではディストリビュータ１６０の出口１
６４は、再循環ソレノイド弁１３０の上流側で再循環ループ１０６に連結される。さらに
、この好ましい実施形態では、各分配ポイントは、これらのポイントの各々で分配される
水に関する情報を示すためのディスプレイ１４８、１６８をもつ。このタイプの実施形態
では、２人の（またはそれより多い）ユーザが、２つの（またはそれより多い）ユースポ
イントの各々で同時に水を引き出す場合、高スループットモードが優先し、スループット
は、水頭損失に応じて、ユースポイントの各々に分配される。
【００５４】
　ユーザインタフェースと、ユーザによって供給されたデータを保存する記憶装置とをも
つ弁制御ユニット１５６は、上述の様々の動作モードで、特に容積動作モードにおいてシ
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【００５５】
　図５は、本発明のディストリビュータ１４０の断面を示す。それは、それらの中心でブ
リッジ１４１によって連結された２つの対称なＴ字形状部材を含む。再循環ループ１０６
に連結されるべき端部１４２、１４４は、２つの平行な枝管と協働する端部１４３、１４
５より大きい直径をもつ。好ましい実施形態では、ブリッジ１４１の直径は、２つの平行
な枝管と協働する端部の直径より幾分小さい。２つの平行な枝管の直径は、好ましくは６
ｍｍで、再循環ループと協働する端部の直径は、好ましくは８ｍｍである。
【００５６】
　この好ましい実施形態では、２つの平行な枝管は、それらが柔軟であることを保証する
ために、好ましくは４ｍｍの内径をもつＰＥ管からなる。
【００５７】
　本発明のシステムは、有利には、供給圧力を約３４．５ｋＰａから約１３．８ｋＰａま
で低減させるために、その入口を、圧力調整器を介してタンクまたはループに連結するこ
とができる。
【００５８】
　本発明の範囲から逸脱しない、上で示され説明された本システムの多くの修正形態また
は変形形態が、当分野の技術者には明らかであることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　水浄化システム
　１０１　水入口
　１０２　ユースポイント
　１０３　ポンプ
　１０４　流量計
　１０６　再循環ループ
　１０７　フィルタ
　１１０、１２０、１３０　ソレノイド弁
　１２１　チェック弁
　１４０　ディストリビュータまたはマニホルド
　１４１　ブリッジ
　１４２、１４３、１４４、１４５　端部
　１４８、１６８　ディスプレイ
　１５０　処理手段
　１５１　前処理ユニット
　１５２　ＵＶランプ
　１５３　フィニシングカートリッジ
　１５４　比抵抗セル
　１５５　全有機体含有量（ＴＯＣ）センサ
　１５６　制御ユニット
　１６０　ディストリビュータ
　１６２　入口
　１６３、１６４、１６５　出口
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月8日(2010.6.8)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユースポイントに分配するための水の最終的な浄化のためのポリシングカートリッジで
あって、前記ポリシングカートリッジには、前記水中の不純物のレベルを引き下げるのに
有効なＣ１８グラフト材料が入っている、ポリシングカートリッジ。
【請求項２】
　前記ポリシングカートリッジが、水浄化システムに接続するように構成された入口と、
水浄化システムのユースポイントに該カートリッジを介して浄水を分配ための出口とを有
する、請求項１に記載のポリシングカートリッジ。
【請求項３】
　前記入口が、水浄化システムの分配バルブに接続するように構成されている、請求項２
に記載のポリシングカートリッジ。
【請求項４】
　ユースポイントに分配するための水の最終的な浄化として、水中の不純物のレベルを引
き下げるのに有効なＣ１８グラフト材料が入っているカートリッジの使用。



(13) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

フロントページの続き

(72)発明者  イブ・ゲーネ
            フランス国、７８１８０・モンテイニー・ル・ブルトノー、スクワール・ドウ・サルデーニユ、５
(72)発明者  イチロー・カノ
            フランス国、７８１８０・モンテイニー・ル・ブルトノー、アブニユ・ドウ・ベスタフアリー・６
(72)発明者  セシリア・ルニヨー
            フランス国、７８９５５・キヤリエール・スー・ポワシー、ルート・ダンドルジー・４４５
(72)発明者  ダニエル・ダルブレ
            フランス国、９４３２０・テイエイ、アブニユ・ドユ・プレジダン・フランクラン・ルズベルト・
            ３７
Ｆターム(参考) 4D025 AA04  AB17  AB33  AB34  BB07  CA10  DA03  DA04  DA05 
　　　　 　　  4D624 AA03  AB04  AB14  AB16  BA02  BA03  BA17  BB02  BC01  CA04 
　　　　 　　        CA05  DB05  DB10  DB19 



(14) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

【外国語明細書】



(15) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(16) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(17) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(18) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(19) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(20) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(21) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(22) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(23) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(24) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(25) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(26) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10



(27) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(28) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40



(29) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30



(30) JP 2010-201426 A 2010.9.16

10

20

30

40


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow
	foreign-language-body

